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論文内容の要旨

本論文は，船体上下振動の防振法を確立するため，ディーゼ‘jレ主機関と軸系の振動により誘起される

船体への伝達力及び船体高次上下振動応答特性について理論的解析を行い，さらに実船の振動試験から

得られた多くの知見をあわせ考え，理論解析と実船実験の両面から船体上下振動について高次振動応答

とその防振法を研究したもので， 2 編より成る。第 1 編は，起振力と振動応答に関する理論的研究につ

いて述べており 第 2 編は 長年にわたって収集した実船実験のデータを分析整理し，理論と実験によ

る知見を総括した防振設計法について述べている。

第 1 編第 l 章では 船体振動の起振力としてのディーゼル主機関 軸系及びプロペラの振動を理論的

に検討し，起振源すなわちプロペラシャフトフォースと主機関のガス圧力が軸系と主機関の振動特性 iと

より変成されて船体の上下振動または前後振動の起振力として船体に伝達される機構を考察し，乙れら

の伝達力の計算法を提案している。

第 2 章では，まず，船倉二重底振動と船体振動の連成を模型実験によって検討し変断面梁としての

船体上下回有振動数に二重底の影響を考慮した修正を加える計算法を導いている。次に，船体を勇断梁

とみなしたときの高次振動応答の性質についての考察及び船体を平面格子構造にモデル化する高次振動

応答計算法の提案を行い 模型実験及び実船実験の結果と比較して，その実用上の有用性を確かめてい

る。

第 2 編第 1 章では 理論の検証と実際の防振設計法の確立には実船実験が重要である乙とを強調し，

実船の振動実験と計測の方法を述べ，収集された有用な実測データを分析して船体振動の性質を調査し，

設計に使用できる実験式を求めている。第 2 章では，船体振動の評価の正確さを期するため，航走中の船

体振動振幅の不規則性について論じるとともに，評価対象とすべき振動量と振動許容限についての見解
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を述べている。

第 3 章では，本論文の研究成果をとり入れて実施している紡振設計法，すなわち主船体の振動応答の

推定法，起振力の軽減法など、について述べている。

最後に，総括では，本研究で得られた成果を結論としてまとめている。

論文の審査結果の要旨

船の航行中に発生する過大な船体振動を未然に防止するには，船体の的確な防振設計法の確立が重要

であり，そのためには，船体に対する起振力の性質を明らかにし船体の振動応答が正確に推定できる

乙とが必要となる。本論文では，主として船体高次上下振動を対象とし防振設計に関連のある諸問題

を理論と実験の両面より研究した結果をまとめており，主な成果を要約すると次のとおりである。

(1) ディーゼノレ主機関とプロペラに発生した起振力が，軸系振動lとより増幅されて船体に伝達される過

程を理論的lζ考察し船体への伝達力としては，軸系縦振動によるもののほか軸系摂り振動によるも

のがあり，援り振動次数:t l 次及び振り振動次数:t 2 次の高次不平衡力及び偶力が生じて軸系摂り振

動の共振時に顕著な船体振動を発生させる乙とを示しており，実船計測においてこれを確認している。

(2) 船倉二重底振動と船体主構造上下振動の連成の性質を理論的に考察し 二重底との連成により船尾

振動が発生する乙と，二重底の同相及び反相振動により船体振動の状況が大幅に変わることなどを示

しており，模型船と実船の実験によってこれを検証している。また，船体高次上下振動応答を求める

ための比較的簡単な計算法として，船体を平面格子構造にモデル化する考え方を示し この方法によ

る応答計算結果を模型船及び実船の実験結果と比較してその有用性を確かめている。

(3) 実船計測結果を整理し，船体上下振動の性質の特徴として，低振動数域では梁振動主体，高振動数

域では船尾振動主体となるが，中間域では船種によって相違が生じ，貨物船とバルクキャリアでは船

倉二重底振動主体となり， タンカー型の船では局部振動及び athwartship vibration が大きいこと

を示している。また，試運転時においても，波浪衝撃及び sprmgmg が発生しており， 波浪中振動

のスベクトル解析より 2 節から 6 節までの船体土下固有振動数と減衰率が計測できることを確かめ，

この方法を実船計測に適用している。さらに，実船計測結果に基づき，船体上下回有振動数及び船尾

振動共振振動数の実験式を与えている。

(4) 波浪中の船体振動の不規則性について考察し，その統計的性質を論じ 居住区における振動許容限

についての見解を述べており，以上を総括して防振設計が実現できるものと考え，経験による知見，

実績データの分析整理，理論計算をシステムとして取扱う船体振動診断システムを開発し船の防振

設計と振動診断に対して有効に適用できる乙とを確認している。

以上の研究成果は，船体の防振設計に有用な多くの知見を与えており 造船学及び造船技術上貢献す

ると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O

-426-




